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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　船体から垂下するストラットに、ポッドから互いに反対方向に強制回転させられる二つ
のプロペラ軸を内外二重軸式で一方向に突出させ、各々のプロペラ軸にそれぞれプロペラ
を取り付けた構成の推進器を接続した船舶における二重反転プロペラ式ポッド型推進装置
において、上記推進器を、ポッドの外郭壁をステータとしてプロペラ軸をロータとするモ
ータからなるフロント推進器モジュールとリア推進器モジュールとに分割し、フロント推
進器モジュールはストラットの前部下面に、リア推進器モジュールはストラットの後部下
面に互いに他の推進器モジュールとは無関係に、かつ外部からの操作だけで固定できるよ
うにしたことを特徴とする船舶における二重反転プロペラ式ポッド型推進装置。
【請求項２】
　ストラットの下端中央にブラケットを突出させ、フロント推進器モジュールをブラケッ
トの前面に当て、リア推進器モジュールをブラケットの後面に当てる請求項１の船舶にお
ける二重反転プロペラ式ポッド型推進装置。
【請求項３】
　フロント及びリア推進器モジュールのポッドとストラットとの接合部に貫通孔又は凹部
を形成し、それぞれのポッドのほぼ全周が海水と接触可能にした請求項１又は２の船舶に
おける二重反転プロペラ式ポッド型推進装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、船舶における二重反転プロペラ式ポッド型推進装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
船舶における推進装置には、船体内に設けられるステアリング装置からストラットを垂下
させ、ストラットの下端に駆動機構、プロペラ軸及びプロペラからなる推進ユニットを収
容したケース（ポッド）を取り付けたポッド型推進装置と称されるものもある。舵装置や
プロペラ軸構造等を別に必要としないから、船尾回りの構造が簡略化され、コストが低減
できると言われている。
【０００３】
そして、このポッド型推進装置において、互いに反対方向に回転させられる内外二重軸式
のプロペラ軸に翼の捩じりを逆向きにしたプロペラを取り付ける二重反転プロペラ式の推
進器が採用されることがある。例えば、特開昭６２－６８１９８号公報には、二つの固定
ピッチブロペラを互いに反転させる構造のものが示されており、実開平３－１００６００
号公報には、このうちの一つを可変ピッチプロペラとしたものが示されている。このよう
な二重反転プロペラによれば、前方のプロペラから発生する後流の渦成分を後方のプロペ
ラが消去することから、プロペラ効率が高まって推進性能が上がり、燃費が節約できると
言われている。
【０００４】
この場合、上記した先行例のものば、プロペラを駆動する駆動機構として、船体内に設け
た原動機で駆動される駆動軸をストラットを挿通して降下させ、ポッド内でベベル機構等
の方向変換機構を介してプロペラ軸を駆動する構造を採っている。これによると、構造が
複雑になり（二重反転プロペラの場合は更に複雑化する）、組立、分解に非常に難渋する
。特に、ストラットとポットの全部又は一部とは一体化されているため、この難渋さを加
重する。加えて、これら推進器は、船体の建造時に組み付ける必要があり、この作業は非
常に面倒で熟練を要することから、作業効率を悪化させ、コストの増大、納期の遅延をも
たらせていた。更に、メンテナンスに際しても、乾ドックをしてクレーン作業を必要とす
る等、非常に大掛かりなものとなっていた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
そこで、ポッド内にモータを収容してこれでプロペラ軸を直接駆動するようにしたものが
、特開平４－３０４１５９号公報に示されている。しかし、この先行例のものは、モータ
を単にポッド内に収容しただけのものであるから、その組付けに手間がかかり、ポッドの
小型化もできないものになっている。加えて、モータとして超電導モータを使用している
ことと相まって、界磁コイルを冷却するのに強力な冷却装置を必要とする等、低コスト化
やコンパクト化を妨げるものとなっている。本発明は、このような課題を解決するもので
あり、通常構造のモータを駆動原として使用できる上に、その構造も簡単であり、かつ、
ポット全体をコンパクト化できるようにしたものである。更に、推進器の取付けを建造段
階とは無関係にできるとともに、分解も容易にできるようにしたものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
以上の課題の下、本発明は、請求項１に記載した、船体から垂下するストラットに、ポッ
ドから互いに反対方向に強制回転させられる二つのプロペラ軸を内外二重軸式で一方向に
突出させ、各々のプロペラ軸にそれぞれプロペラを取り付けた構成の推進器を接続した船
舶における二重反転プロペラ式ポッド型推進装置において、上記推進器を、ポッドの外郭
壁をステータとしてプロペラ軸をロータとするモータからなるフロント推進器モジュール
とリア推進器モジュールとに分割し、フロント推進器モジュールはストラットの前部下面
に、リア推進器モジュールはストラットの後部下面に互いに他の推進器モジュールとは無
関係に、かつ外部からの操作だけで固定できるようにしたことを特徴とする船舶における
二重反転プロペラ式ポッド型推進装置を提供したものである。
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【０００７】
以上の請求項１の発明によると、第一に、ポッドの外郭壁をステータとしてプロペラ軸を
ロータとするモータを駆動原とするものであるから、駆動機構の構造が簡単になってポッ
ド全体をコンパクト化でき、水の抵抗の小さいものとなる。更に、ポッド（ステータ）の
外周は直接海水に接しているから、ステータは海水で冷却され、強制冷却装置を敢えて必
要としない位である。
【０００８】
第二に、推進器はフロント推進器モジュールとリア推進器モジュールとで構成され、各々
の推進器モジュールは、他の推進器モジュールとは無関係にストラットの前部と後部に外
部取付けが可能であるから、船体の建造後にも取り付けることができる。尚、ここでいう
外部取付けとは、推進器モジュールやストラットの外部からの操作だけで取り付けられこ
とを言う。従って、推進器モジュールの組付けを船体の建造時の任意の時期にでき、建造
作業が効率化できて工期を早まらせる。更に、メンテナンスに際しても、所要の推進器モ
ジュールのみを取り外せばよいから、取扱重量が軽く、大掛かりなクレーン作業等は必要
としないし、工場へ移送してそこで整備できる。
【０００９】
又、本発明は、以上の推進器モジュールの外部取付け構造として、請求項２に記載した、
ストラットの下端中央にブラケットを突出させ、フロント推進器モジュールをブラケット
の前面に当て、リア推進器モジュールをブラケットの後面に当てる手段を提供する。フロ
ント及びリア推進器モジュールは、ブラケットの前後面に当てられるものであるから、外
部取付け作業が容易で、位置決めも正確なものになる。特に、両推進器モジュールのプロ
ペラ軸は内外二重軸となるから、各々が正確に位置決めされることは非常に重要である。
尚、この内外二重軸方式によると、フロント及びリア推進器モジュールは、当然に前方と
後方からの直線移動によってブラケットの前後面に当てがわれることになる（取外しもこ
の方向に移動して行う）。
【００１０】
更に、本発明は、以上の推進装置において、請求項３に記載した、フロント及びリア推進
器モジュールのポッドとストラットとの接合部に貫通孔又は凹部を形成し、それぞれのポ
ッドのほぼ全周が海水と接触可能にした手段を提供する。ポッドの外郭壁をモータのステ
ータとすることで、冷却効果が高いことは上述したが、ストラットの部分は海水と接触し
ないので、この部分に熱集中が起こる危険性はある。しかし、このような貫通孔又は凹部
を形成すれば、ポッドのほぼ全周が海水と接触可能になるので、強制冷却装置を必要とし
ない度合いが高い。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。図１は本発明の一例を示すポッド
型推進装置の断面側面図、図２は斜視図であるが、本発明に係るポッド型推進装置は、船
体１に設けられるステアリング装置２と、ステアリング装置２に取り付けられて下方に垂
下するストラット３と、ストラット３の下端に取り付けられる推進器モジュール４の三つ
の要素で構成される。この場合、ステアリング装置２、ストラット３及び推進器モジュー
ル４は分割されており、それぞれが単独で取付け、取外しができるようになっている。
【００１２】
このうち、ステアリング装置２は、船体１に取り付けられる固定部５と、固定部５から下
向きに突出して回転する回転部６とからなり、回転部６は、固定部５に設けられるモータ
等７で歯車機構（図示省略）を介して駆動される。ストラット３は、上部に取付部８が形
成された断面が紡錘形をしたものであり、取付部８の上部は、ステアリング装置２の回転
部６に取り付けられる（詳細省略）。尚、取付部８と回転部６との取付けは、ステアリン
グ装置２を組み込んだ後にできなければならないから、上方又は下方からの操作でできる
ようにしてある。そして、本例のストラット３は、その下端中央部に下方に突出するブラ
ケット９が形成されている。
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【００１３】
一方、推進器モジュール４は、ストラット３に取り付けられるポッド１０と、ポッド１０
に収容されるモータ１１と、ポッド１０の外部に突出してモータ１１で駆動されるプロペ
ラ軸１２と、プロペラ軸１２の軸端に取り付けられるプロペラ１３とからなる。なお、ポ
ッド１０は図中にはないが、具体的には１０ａと１０ｂ、同様にモータ１１は１１ａと１
１ｂ、プロペラ軸１２は１２ａと１２ｂ、プロペラ１３は１３ａと１３ｂで表されている
。本発明に係る推進器モジュール４は、フロント推進器モジュール４ａと、リア推進器モ
ジュール４ｂの二つに分割されており、このうちのリア推進器モジュール４ｂは、ブラケ
ット９の後側に取り付けられるものであり、それぞれ専用のポッド１０ｂ、モータ１１ｂ
、プロペラ軸１２ｂ、プロペラ１３ａを有している。尚、このプロペラ軸１２ｂは、中空
状に形成されている。
【００１４】
これに対して、フロント推進器モジュール４ａは、ブラケット９の前側に取り付けられる
ものであり、それぞれ専用のポッド１０ａ、モータ１１ａ、プロペラ軸１２ａ、プロペラ
１３ｂを有しているのは勿論であるが、このうちのプロペラ軸１２ａは、リア推進器モジ
ュール４ｂのプロペラ軸１２ｂ中を軸端が突出するまで貫通している。これにおいて、各
々のプロペラ軸１２ａ、１２ｂに取り付けられる二つのプロペラ１３ｂ、１３ａは、互い
に反対方向に回転させられるようになっており、この点で、推進効率及び燃費効率の高い
二重反転プロペラとなっている。尚、各プロペラ軸１２ａ、１２ｂの回転支承部には適宜
なベアリングが使用され、水の侵入を防ぐためのシール構造も施されている。
【００１５】
本発明では、フロント推進器モジュール４ａは、ストラット３に前方から外部取付けがで
き、リア推進器モジュール４ｂは、後方から外部取付けができるようになっている。具体
的には、フロントポッド１０ａの上面と後面をストラット３の下面とブラケット９の前面
に当て、フロントボッド１０ａの前上部に取付座１４ａを形成してこの取付座１４ａにス
トラット３の前端に形成された取付孔３ａからボルト等の締付具１５を通して固定する方
法によっている。このとき、フロントポッド１０ａの後面等にはピン１６ａを突設し、こ
れをブラケット９の前面に形成された孔１７ａに挿入して位置合わせと回り止めにしてい
る。
【００１６】
更に、リア推進器モジュール４ｂをストラット３に後方から外部取付けするのも同様であ
り、リアポッド１０ｂの後上部に形成された取付座１４ｂにストラット３の後端に形成さ
れた取付孔３ｂから締付具１５を通して固定するとともに、リアポッド１０ｂの前面に突
設されたピン１６ｂをブラケット９の後面に形成された孔１７ｂに挿入して位置合わせと
回り止めを図っている。この場合、フロント推進器モジュール４ａとリア推進器モジュー
ル４ｂは、それぞれのプロペラ軸１２ａ、１２ｂが挿抜できなければならないから、前方
又は後方から直線移動させる必要がある。従って、組立、分解にはそれだけのストローク
を必要とする。尚、以上のフロントポッド１０ａ、リアポッド１０ｂ及びブラケット９の
外郭は同じ形状をしていて水の抵抗を減ずるようになっている。
【００１７】
以上の組付けが終了すると、ストラット３の後方には二本のプロペラ軸１２ａ、１２ｂが
覗くから、各々にプロペラ１３ｂ、１３ａを取り付ければよい。プロペラ１３ｂ、１３ａ
をプロペラ軸１２ａ、１２ｂに取り付ける構造には、キー嵌合やテーパによるキーレス嵌
合等があるが、いずれであってもよい。尚、プロペラ軸１２ａ、１２ｂがそれぞれ逆回転
する二重反転プロペラであるから、各プロペラ１３ｂ、１３ａの翼の向きは当然ながら逆
向きに設定される。こうすることで、前方のプロペラ１３ａから発生する効率低下の原因
となる渦成分を後方のプロペラ１３ｂが消し、推進性能や燃費の効率が高まると言われて
いる。
【００１８】
ところで、以上において、締付具１５は一本である必要はなく、複数であってもよい。又
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、ピン１６ａ、１６ｂと孔１７ａ、１７ｂに代えてボルト等の締付具によってもよい。但
し、外部取付けができることが条件となるので、例えば、ブラケット９の下面等に開閉可
能でシールされた窓を形成しておき、この窓を開けて締付具を操作し、操作後に窓を閉め
ておくもの等が考えられる。このように、締付個所を増やすと、それだけ強固な固定が可
能になる。
【００１９】
加えて、本発明では、フロントポッド１０ａとリアポッド１０ｂの外郭壁をそれぞれのモ
ータ１１ａ、１１ｂを直接そのステータに構成し、プロペラ軸１２ａ、１２ｂを直接その
ロータとしている。これによると、原動機１１ａ、１１ｂが小型化できて水の抵抗を小さ
くできるし、熱を持つステータを直接海水と接触させることができるから、冷却効果が高
くなる利点がある。尚、この場合のモータ１１ａ、１１ｂは、交流式、直流式いずれであ
ってもよいし、かつ、通常構造のものでよい。又、回転数調整を行う必要があるが、交流
式であれば周波数変換で、直流式であれば極数変換等で対応できる。。
【００２０】
図３は本発明の他の例を示すポッド型推進装置の側面図であるが、本例のものは、ストラ
ット３とポッド１０との接合部に貫通孔又は凹部（この場合はストラット３の両面に形成
するのが好ましい）１８を形成したものである。これによると、貫通孔又は凹部（以下、
貫通孔）１８に海水が侵入し、ポッド１０のほぼ全周が海水（川船等では真水）と接触可
能になる。尚、貫通孔であれば、ポッドの全周が海水と接触し、凹部であれば、残存肉の
部分のみを残してほぼ全周が海水と接触することになるが、ここでのポッド１０のほぼ全
周が海水と接触可能とは、前者の貫通孔の場合も含む。従って、海水は、ポッド１０のほ
ぼ全周を冷却することになって冷却効果が高く、強制的な冷却装置を敢えて必要としない
。
【００２１】
【発明の効果】
以上、本発明に係るポッド型推進装置は、ポッドの外郭壁をステータとしてプロペラ軸を
ロータとするモータを駆動原とするものであるから、推進器の構造が簡単になって全体を
コンパクト化でき、水の抵抗の小さいものとなる。更に、ステータの外周は直接海水に接
しているから、海水で冷却され、強制冷却装置を敢えて必要としない位である。
【００２２】
又、推進器はフロント推進器モジュールとリア推進器モジュールとで構成され、各々の推
進器モジュールは、他の推進器モジュールとは無関係にストラットの前部と後部に外部取
付けが可能であるから、船体の建造後にも取り付けることができる。従って、推進器モジ
ュールの組付けを船体の建造時の任意の時期にでき、建造作業が効率化できて工期を早ま
らせる。更に、メンテナンスに際しても、所要の推進器モジュールのみを取り外せばよい
から、取扱重量が軽く、大掛かりなクレーン作業等は必要としないし、工場へ移送してそ
こで整備できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一例を示すポッド型推進装置の断面側面図である。
【図２】本発明の一例を示すポッド型推進装置の斜視図である。
【図３】本発明の一例を示すポッド型推進装置の側面図である。
【符号の説明】
１　　　船体
２　　　ステアリング装置
３　　　ストラット
４　　　推進器モジュール
４ａ　　フロント推進器モジュール
４ｂ　　リア推進器モジュール
９　　　ブラケット
１０　　ポッド
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１１　　モータ
１２　　プロペラ軸
１３　　プロペラ
１８　　貫通孔又は凹部

【図１】 【図２】
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【図３】
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